
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 市は平成３０年度当初の待機児童数ゼロを公約に掲げて、取り組みを進めてきたが来年度当初の

待機児童は解消される目処はたったのか？一方、待機児童の解消を目的に急速に施設数が     

増えているが、保育士の確保や保育施設の質の確保に課題や問題は発生していないのか？ 
 

  

 公共交通網の充実に向け、東西のバス路線の強化や交通不便地の改善に向けた       

『公共交通改善計画』の策定並びに、実際の改善策が講じられるまでの今後のスケジュールは？ 

どのような方法で、交通不便地の改善を図る予定なのか？過去にコミュニティバスを導入して  

大失敗したことは、十分、念頭において検討を進められているのか？ 

 
 北大阪急行線の千里中央駅、桃山台駅、緑地公園駅に続いて、大阪モノレールの千里中央駅にも

可動式ホーム柵の設置が計画されている。これまでも阪急沿線での設置も推進するべきと提案、 

要望し続けてきたが、どのような状況にあるのか？豊中市内で乗降客数の多い駅、ここ数年、人身

事故が発生した駅には、阪急沿線の駅が含まれているのではないか？人命を守ることを最優先し、

より積極的に、阪急電鉄にも設置を求めるべきではないか？ 
 

 
 南部地域の市役所出張所、公民館、図書館、保健センター、高齢者福祉センターなどの複合   

多機能施設として、平成３４年度を目標に建設が予定されている『（仮称）南部コラボセンター』だが、

柔軟な施設運営が期待できる複数事業者からなる共同事業体に指定管理者として施設の管理運営

を委ねることを提案してきたが、あらためて市の見解は？単なる既存施設の寄せ集めに 

ならないようにするための工夫や検討はしているのか？ 
 

 て  

 各学校に配置されている「学力向上担当者」とはどのような方なのか？学力と偏差値や受験結果

は必ずしも一致するものではないとは思うが、各学校に配置されている学力向上担当者に対する 

研修や実際の授業に、受験対策の専門家である塾や予備校の講師を招くと、学力向上には    

少なからず、効果があがるのではないか？ 
 

 

か ん ば ら こ う い ち ろ う 
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皆さまのご意見・ご感想をお聞かせ下さい。 

メールアドレス：



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行元 前向きひろば ～Positive Square～ 
 

〒560-0021 豊中市本町 3-1-20 エルビル 2 階 
ＴＥＬ＆ＦＡＸ：06-6854-5664  
平日（土・祝日は除く）の 10 時から 17 時はスタッフがおります。  

ｙoung_spiritjp@yahoo.co.jp 
http://www.geocities.jp/positive_square/ 
Facebook 活用しています！！ 
「つながり日記」毎日 HP で更新中！！ 

※ご希望の方には通信を無料でお届けします。お気軽にご連絡ください。 

インフォメーション 

豊中市議会 ３月定例会の予定 

   ◆本会議（初日） ２月２６日（月） 午後１時から 

   ◆本会議（代表質問・個人の質問） 午前１０時から 

      ３月５日（月）、６日（火）、７日（水）  

   ◆常任委員会（予算審査） 午前１０時から 

       ３月９日（金） 文教常任委員会 

         １２日（月） 建設水道常任委員会 

         １３日（火） 環境福祉常任委員会 

         １５日（木） 総務常任委員会（神原在籍） 

   ◆本会議（最終日） ３月２２日（木） 午後１時から 

 ※変更する場合もございますので、議会事務局まで 

   ご確認下さい。（議会事務局議事課：℡：06-6858-2633) 

「無所属の会（神原所属）」の代表質問は 

7 日の予定！！ 

インターネット中継配信中 
http://www.toyonaka-city.stream.jfit.co.jp/ 

 

 子どもたちの学力や学習状況の把握や分析に、人工知能を活用し、より的確かつ迅速な分析、  

明確な情報管理を行うことで、より効果的、効率的な授業や学習機会を提供できる可能性が   

あるのではないかと考えるが、教育委員会の見解は？また、人工知能を活用することで、    

教師の負担の軽減にもつながるのではないか？ 
 

 

 来年度の教育行政方針には「いじめ、不登校、生徒指導上の課題等を踏まえ、よりきめ細やかな

指導が出来るよう、学級数を増やして一学級あたりの児童・生徒数を減らす」との記載があるが、

具体的に、現状と比べ、どれくらい学級数を増やし、一学級あたりの児童・生徒数を減らすのか？

そもそも、教育委員会の考える理想的な一学級あたりの児童・生徒数とは何人なのか？ 

 

 

 市長は施政方針説明で、「市長改選期にあたるため、政策的な経費を市長選挙後の補正予算で  

対応できるよう、一定の留保財源を予備費に計上している」と述べられた。しかし、一般会計の  

予算規模が約１４５４億円で、予備費に計上された留保財源はわずか４億円では、政策的に活用 

できる財源が豊中市には、ほとんど無いほど、厳しい財政状況にあるということなのか？ 

そもそも、市長改選期の予算編成については、市民生活に必要な公共サービスを提供するための

経費や喫緊の課題に迅速に対応するための経費など、当面必要とする経費を中心に一定期間分の

暫定予算を組み、政策判断が必要な経費等については、新たな市長が選出された後に編成される

通常予算で具体化すれば良いのではないか？ 

～その他の代表質問項目～ 

 

 


